

















































































ば無標以外のなにものでもないといったばあいが往々みとめられるものです。   















受講者構成に触れて、“There are twenty-five Japanese students and five non-Japanese students in this class.”といったと仮定し
てみる。ここにもちいられた Japaneseと non-Japaneseという矛盾対当 1が Aと non-Aにあたるとかんがえればよい。発
話者の実意かどうあれ、すくなくとも表現上は日本人学生優遇政策が表明されていることになるであろう。日本人学生
がこの授業をうけることはさしつかえのないこと（常態）だが、外国人学生はここでは特別な存在（非常態）なのだ、
という非対称の二項対立意識が言語に憑依し、その結果が Japanese (A)、non-Japanese (non-A)という不均衡な語形の対（つ














































  明 行 生 男 女 人 家 会 美 
無標 漢音 めい こう せい だん じょ じん か かい び 






















































































 短 （無標） 長 （有標） 
単複 単数 boy 複数 boys 
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活用 現在 walk 過去 walked 
平叙 肯定 I am a vegetarian 否定 I am not a vegetarian 
態 能動 The bird ate 受動 The bird was eaten 






よって複数形を標示することを母音変異（mutationまたは Umlaut）といい、生産性をうしなってひさしい。feet (foot), teeth 













 つぎにかたるのは later, outerの出生秘話である。中英語では単音節形容詞の長母音（二重母音をふくむ）が比較級で
短母音化することがおおかった。たとえば、deep, greet (great)という原級は、deppre, grettreのように、比較級では強勢音
節の母音を圧縮させたものであった。次代になって deep-deeper, great-greaterに落ちつき、建築美をみせるようになるが、
中英語のすがたを近代にもち越した比較級がふたつある。latter (Ålate), utter (Åout)がそれで、ひとびとから異形（いぎ
ょう）とみられたのであろう、やがて民間から later, outerというあらたな比較級が起こるのである。こんにちでは後進
の later, outerが正規の曲用（declension。形容詞の屈折）あつかいをうけ、latter, utterは使用幅をせばめたうえで健在し






















































































































い。まず I/We/You/They eat に慣熟させ、しかるのちに三人称単数現在のばあいをおしえるのが常道である。（３）どう
















 常態・無標形 （易、短） 非常態・有標形 （難、長） 
不定冠詞 a (a child) an (an animal) 
平叙文 肯定文 (He is French-speaking) 否定文 (He is not French-speaking) 
時制 現在形 (They run) 未来形 (They will run) 
格 通格 (father) 属格（所有格）(father’s) 
名詞 男性形 (hero) 女性形 (heroine) 
 常態・無標形 （高難度、高繁度） 非常態・有標形 （低難度、低繁度） 








 歴史の追体験は一般の辞書ではおこなえない。こころみに、ロングマン現代英英辞典で witch をひいてみても、そこ
ポリグロシア 第 19巻（2010年 10月） 
 160 
からは 1 a woman who is supposed to have magic powers, especially to do bad things（魔女）  2 informal an insulting word for an 
























介しておく。rain, shine, snowといったいわゆるお天気動詞（weather verbs）が典型的な例であるが、ほかにも seem、happen、
thinkなどがここに属した。古英語の時代、非人称動詞は主語をもとめず、Now rains, now shines.（降ったり照ったりだ）、
Me seems, this ship made a long distance.（この船は長距離航海をしたようにわたしにはおもえる）、Happened, the Picts came 
from the north. （ピクト人がたまたま北部からやってきた）のようなつかわれかたをした。thinkも元来は非人称動詞で、






























強変化 （有標）  Æ 弱変化 （無標）  
help holp holpen  help helped helped 
shape shope shapen  shape shaped shaped 
bake boke baken  bake baked baked 
fare fore faren  fare fared fared 
seethe sod sodden  seethe seethed seethed 
thrive throve thriven  thrive thrived thrived 

















上位語 （無標） 下位語 （有標）    
汎称 子ども 雌 雄（非去勢） 雄（去勢） 
cattle calf  cow bull ox 




hen cock (BrE) 
rooster (AmE) 
capon 
sheep lamb ewe ram wether 
horse colt (male) 
filly (female) 





sow boar hog 
 
 Manners makes man.（礼節ひとをつくる）は歴史の証言者である。複数名詞主語が動詞現在形の-(e)s終止（よりふる
くは-(e)th終止）をもとめた古英語のおもかげをいまにつたえるのがこのことわざである。また、Money makes the mare to 
go.（地獄のさたも金しだい）は、使役動詞の目的補語に原形不定詞をもちいるという近代英語の規則が成立する以前の
英語のすがたをしのばせる。Handsome is that handsome does.（みめより心）や To Whom It May Concern（関係各位）も歴


































 状況によって交替する有標性の例としてはつぎがわかりやすい。小学校教師は Robert Sweetという名の男子児童をふ
だんは Bobとよんでいる。Bobは常態・無標形である。ところが、この男児をはげしくしかるとき、教師は “Mr. Robert 
Sweet! Could you please stop it?”というであろう。Mr. Robert Sweetは、はげしい叱責というめったに起こることのない非
常事態のためにとっておかれる非常態・有標形である。しかしながら、こういうかんがえかたもできる。教師がはげし






















から“…and no man did put on him his ornaments”を引いている。これはまた別の議論ではあるが、英語話者が現在形を
常態、過去形を非常態とする感覚をふるくからもっていたことの証しにはなる。 
5． 言語はあらかじめさだめられた目標の達成にむけて変化していくとするかんがえを目的論（teleology）という。
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